
西
田
と
グ
リ
ー
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
竹
内
良
知
お
よ
び
水
野
友
晴
に
よ
る
先
行
研
究
が
あ
る
。
竹
内
は
『
善
の
研
究
』
の
成

立
過
程
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
の
西
田
へ
の
影
響
に
注
目
し
、
と
く
に
そ
の
第
三
編
に
焦
点
を
置
き
な
が
ら
自
己
実
現
を
検
討
し
た
こ
と
は
重

要
な
着
眼
点
で
あ
る
（
１
）
。
ま
た
水
野
は
グ
リ
ー
ン
の
霊
的
原
理
と
西
田
の
純
粋
経
験
と
の
関
係
に
焦
点
を
置
き
、
「
理
想
主
義
的
理
性
的

信
仰
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ
を
検
討
し
た
こ
と
は
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
に
注
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
（
２
）
。
筆
者
は

こ
う
し
た
研
究
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
二
○
○
二
年
九
月
四
日
、
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
に
お
い
て
西
田
と
グ
リ
ー

ン
と
の
関
係
を
自
己
実
現
の
観
点
か
ら
発
表
し
、
参
加
者
と
討
論
す
る
機
会
を
も
っ
た
（
３
）
。
他
方
、
海
外
に
お
い
て
は
Ｗ
・
ス
イ
ー
ト
が

近
代
日
本
の
思
想
家
へ
の
グ
リ
ー
ン
へ
の
影
響
を
検
討
し
、
「
グ
リ
ー
ン
氏
倫
理
哲
学
大
意
」
（
以
下
「
大
意
」
と
略
記
）
お
よ
び
『
善
の
研
究
』

の
中
で
グ
リ
ー
ン
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
い
る
（
４
）
。
ま
た
、
Ｊ
・
マ
ン
ダ
ー
は
、
最
近
の
著
書
の
中
で
、
西
田

が
『
善
の
研
究
』
（
第
四
編
第
四
章
）
の
中
で
評
価
し
て
い
る
Ｊ
・
Ｒ
・
イ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
（
一
八
四
八
’
一
九
一
五
）
の
宗
教
的
立
場
を

グ
リ
ー
ン
と
の
比
較
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
（
５
）
。

筆
者
は
以
上
の
研
究
動
向
を
念
頭
に
置
き
、
以
下
に
お
い
て
『
善
の
研
究
』
の
道
徳
論
・
宗
教
論
に
焦
点
を
置
き
、
グ
リ
ー
ン
の
西
田
へ

西
田
幾
多
郎
と
Ｔ
・
Ⅲ
・
グ
リ
ー
ン
〔
行
安
〕

西
田
幾
多
郎
と
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン

は
じ
め
に

行
安
茂

一



西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
○
‐
一
九
四
五
）
は
グ
リ
ー
ン
の
『
序
説
』
を
研
究
し
、
そ
の
「
大
意
」
を
『
教
育
評
論
』
（
明
治
二
八
年
五
月
）

に
発
表
し
た
。
こ
の
論
文
は
『
善
の
研
究
』
（
第
三
編
）
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
論
文
の
要
点
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

西
田
の
略
歴
を
紹
介
し
、
『
序
説
』
と
の
出
会
い
の
契
機
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
。
『
序
説
』
は
一
八
八
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
西
田
が
帝
国

大
学
文
科
大
学
哲
学
科
の
選
科
に
入
学
し
た
の
は
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
）
九
月
で
あ
る
。
中
島
力
造
（
一
八
五
八
’
一
九
一
八
）
は

こ
れ
よ
り
先
、
同
二
三
年
三
月
五
日
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
、
同
二
四
年
七
月
一
日
付
け
を
以
っ
て
帝
国
大
学
文
科
大
学
倫
理
学
授
業
を

嘱
託
さ
れ
た
。
翌
年
八
月
八
日
付
け
を
以
っ
て
彼
は
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
。
西
田
は
選
科
に
入
学
以
来
中
島
の
講
義
を

聞
き
、
グ
リ
ー
ン
の
『
序
説
』
を
知
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
西
田
は
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
年
）
七
月
、
選
科
を
修
了
し
、
金

沢
に
帰
る
が
、
同
年
十
月
二
十
日
付
け
の
山
本
良
吉
宛
の
手
紙
か
ら
察
す
る
と
、
こ
の
頃
か
ら
グ
リ
ー
ン
を
日
本
に
紹
介
し
た
い
決
意
を
固

（
一
）

し
た
か
。

の
影
響
を
指
摘
し
つ
つ
、
若
干
の
問
題
点
を
あ
げ
、
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。
検
討
さ
れ
る
べ
き
内
容
は
以
下
の
五
点
で
あ
る
。

（
一
）
西
田
は
「
大
意
」
お
よ
び
『
善
の
研
究
』
の
中
で
グ
リ
ー
ン
の
『
倫
理
学
序
説
』
（
以
下
『
序
説
』
と
略
記
）
を
ど
の
よ
う
に
紹
介

（
二
）
『
毒
の
研
究
』
の
中
で
西
田
の
グ
リ
ー
ン
研
究
の
成
果
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
か
。

（
三
）
西
田
の
思
想
と
グ
リ
ー
ン
の
そ
れ
と
の
接
点
は
何
か
。

（
四
）
グ
リ
ー
ン
の
自
己
実
現
は
西
田
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
か
。
両
者
の
思
想
上
の
相
違
点
は
何
か
。

（
五
）
西
田
は
グ
リ
ー
ン
を
ど
う
超
え
た
か
。
西
田
の
独
創
性
は
何
か
。

日
本
哲
学
史
研
究
第
九
号

一
若
き
西
田
の
グ
リ
ー
ン
研
究
と
自
己
実
現
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め
て
い
た
。
そ
の
後
約
七
ヶ
月
間
、
『
序
説
』
を
精
読
し
、
そ
の
研
究
成
果
は
「
大
意
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
な
お
、
明
治
二
八
年
六
月

に
は
偶
然
に
も
綱
島
梁
川
が
グ
リ
ー
ン
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
、
デ
ュ
ー
イ
の
倫
理
学
説
を
研
究
し
、
「
道
徳
的
理
想
論
」
と
題
し
た
卒
業
論
文

を
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
に
提
出
し
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
の
『
序
説
』
は
「
知
識
形
而
上
学
」
、
「
意
志
」
、
「
道
徳
的
理
想
と
道
徳
的
進
歩
」
、
「
行
為
の
指
導
へ
の
道
徳
哲
学
の
應
用
」
の

四
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
「
大
意
」
の
中
に
は
第
四
編
は
入
っ
て
い
な
い
。
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
「
大
意
」
の
中
の
「
道
徳
的
理
想
論
」

に
お
い
て
は
『
序
説
』
の
第
三
編
「
道
徳
的
理
想
と
道
徳
的
進
歩
」
の
第
一
章
か
ら
第
二
章
ま
で
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
西
田
は
山
本
良
吉
宛
の
手
紙
の
中
で
「
第
三
編
の
如
き
は
愈
つ
ま
ら
ぬ
様
な
り
（
６
）
」

と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
、
第
三
編
、
第
四
編
を
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
田
が
注
目
し
た
の
は
『
序

説
』
の
第
一
編
、
第
二
編
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
西
田
は
「
大
意
」
の
中
で
二
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
第
一
点
は
自
然

界
知
識
及
び
自
然
界
は
「
宇
宙
精
神
的
原
理
」
の
顕
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
理
は
動
物
有
機
体
を
手
段
と
し
て

始
め
か
ら
働
い
て
お
り
、
時
々
刻
々
と
完
全
に
現
出
し
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
意
識
に
お
い
て
は
「
宇
宙
大
覺
識
」

が
最
始
よ
り
働
い
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
知
識
が
発
達
す
る
。
第
二
点
は
道
徳
的
行
為
は
動
機
（
「
動
意
」
）
よ
り
生
じ
、
単
な
る
欲
望
か

ら
起
こ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
意
識
が
欲
望
に
働
き
か
け
、
自
我
が
欲
望
と
自
己
自
身
と
を
同
一
視
す
る
と
き
、
は
じ
め

て
願
望
が
生
じ
、
こ
れ
が
道
徳
的
行
為
の
動
機
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
大
意
」
の
中
の
第
三
編
「
道
徳
的
理
想
論
」
に
お
い
て
は
西
田
は
快
楽
主
義
（
功
利
主
義
）
を
批
判
し
た
後
、
「
道
徳
的
善
」
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
に
要
約
す
る
。
．
般
に
善
と
云
ふ
者
は
吾
人
に
自
個
滿
足
を
與
ふ
る
者
に
し
て
、
善
行
の
結
果
は
常
に
快
楽
な
り
と
錐

ど
も
、
善
行
は
必
ず
し
も
快
楽
を
以
て
目
的
と
な
す
に
あ
ら
ず
。
所
調
道
徳
的
善
（
ョ
。
『
巴
ｍ
ｏ
ｏ
ｅ
と
は
吾
人
の
道
徳
的
能
性
（
冨
。
Ｈ
巴

８
冨
寓
匡
匡
の
的
）
を
満
足
す
る
所
の
者
に
し
て
、
其
意
志
は
即
ち
善
意
其
行
為
は
即
ち
善
行
な
り
（
７
）
」
。
西
田
は
善
の
根
拠
が
「
善
意
志
」

西
田
幾
多
郎
と
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
〔
行
安
〕

三



に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
グ
リ
ｉ
ン
が
「
善
意
志
」
を
主
張
す
る
の
は
、
彼
の
快
楽
主
義
批
判
か
ら
き
て
お
り
、
西
田
も
グ
リ
ー
ン

と
同
一
線
上
に
立
っ
て
功
利
主
義
批
判
を
『
善
の
研
究
』
（
第
三
編
第
八
章
）
に
お
い
て
展
開
す
る
。
そ
れ
は
以
下
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

第
一
点
は
ベ
ン
サ
ム
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
が
な
ぜ
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
が
「
最
上
の
善
」
で
あ
る
と
考
え
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

快
楽
を
感
ず
る
の
は
個
人
で
あ
る
。
多
人
数
の
快
楽
が
な
ぜ
個
人
よ
り
も
上
位
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
ミ
ル
は
こ
の
疑
問
に
対

し
て
人
間
は
「
同
情
」
を
も
っ
て
い
る
か
ら
多
数
の
人
と
楽
し
む
方
が
大
き
な
快
楽
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
西
田
は
こ
れ
に
対
し
て
同
情
か

ら
起
こ
る
快
楽
は
他
人
の
快
楽
で
は
な
く
て
自
分
の
快
楽
で
あ
り
、
同
情
に
よ
っ
て
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
を
「
最
上
の
善
」
と
し
て

主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
反
論
す
る
。
第
二
点
は
ベ
ン
サ
ム
が
主
張
す
る
快
楽
の
量
の
計
算
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
快
楽
の
量
を
七

つ
の
基
準
に
よ
っ
て
測
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
快
楽
は
人
に
よ
り
、
ま
た
同
一
の
人
に
お
い
て
も
変
化

す
る
か
ら
そ
の
強
度
や
大
小
を
定
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
西
田
は
い
う
。
第
三
点
は
ミ
ル
が
快
楽
に
質
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と

へ
の
批
判
で
あ
る
。
ミ
ル
は
高
尚
な
快
楽
の
方
が
低
級
な
快
楽
よ
り
も
望
ま
し
い
と
主
張
す
る
が
、
こ
の
主
張
は
快
楽
説
に
立
つ
限
り
許
さ

れ
な
い
と
西
田
は
い
う
。
快
楽
は
高
尚
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
同
一
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
質
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
と
西
田

西
田
は
功
利
主
義
（
公
衆
的
快
楽
主
義
）
を
以
上
の
よ
う
に
批
判
し
た
後
、
善
は
自
己
実
現
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
で
は
彼
の
い
う
自
己

と
は
何
か
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
精
神
の
働
き
、
す
な
わ
ち
思
惟
、
創
造
、
意
志
あ
る
い
は
知
覚
、
感
情
、
衝
動
の
根
抵
に
あ
る
統
一
力
で

あ
る
。
西
田
は
こ
の
自
己
を
「
最
も
深
き
自
己
の
内
面
的
要
求
の
聲
」
と
よ
ぶ
。
意
志
は
こ
の
声
の
発
現
で
あ
る
。
意
志
は
統
一
力
（
自
己
）

か
ら
起
こ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
「
種
々
の
能
力
を
發
展
し
、
圓
滿
な
る
發
達
を
遂
げ
る
」
よ
う
に
働
く
。
西
田
は
こ
の
活
動
を
善
と
よ
ぶ
。
す

な
わ
ち
意
志
の
発
展
完
成
が
善
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
西
田
は
自
己
を
「
人
間
の
天
性
自
然
」
と
よ
び
、
功
利
主
義
の
自
然
（
快

楽
を
求
め
、
苦
痛
を
避
け
る
本
性
）
か
ら
区
別
す
る
。
人
間
は
、
本
来
、
い
ろ
い
ろ
な
能
力
を
天
賦
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

は
主
張
す
る
。

日
本
哲
学
史
研
究
第
九
号
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人
格
の
実
現
は
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
格
と
は
意
識
の
統
一
力
を
意
味
す
る
。
意
志
は
こ
の
統
一
力
の
発
現
で
あ
る

と
西
田
は
い
う
。
理
性
が
意
識
の
統
一
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
西
田
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
意
識
の
一
面
を
見
た
に
す

ぎ
ず
、
そ
の
全
体
を
見
た
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
る
。
も
し
理
性
が
意
識
の
統
一
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
理
性
は
他
の
諸
活
動
を
支
配
し
た

り
、
制
御
し
た
り
す
る
作
用
に
な
る
。
こ
れ
は
正
し
い
見
方
で
は
な
い
と
西
田
は
い
う
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
意
識
の
根
抵
に
は
「
唯
一
の
力
」

が
働
い
て
お
り
、
こ
の
力
は
人
格
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
格
は
知
情
意
の
統
一
力
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
人
格
の
実
現

の
「
実
現
」
と
は
人
格
の
要
求
を
満
足
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
意
識
は
種
々
の
活
動
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
統
一
す
る
要
求

が
人
格
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
要
求
を
全
体
と
し
て
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
人
格
の
実
現
で
あ
る
。
西
田
は
行
為
以
前
の
内
面
的
要
求
を
人
格

の
要
求
と
し
て
考
え
、
こ
の
要
求
が
具
体
的
に
現
わ
れ
た
も
の
が
行
為
で
あ
る
。

さ
て
、
西
田
は
人
格
的
要
求
を
至
誠
と
よ
ぶ
。
至
誠
と
は
何
か
。
そ
れ
は
知
性
、
感
情
、
意
志
が
一
つ
の
力
と
な
っ
て
自
己
を
実
現
す
る

力
で
あ
る
。
西
田
は
こ
れ
を
「
知
情
意
合
一
の
要
求
」
と
よ
ぶ
。
な
ぜ
西
田
は
こ
う
し
た
至
誠
を
問
題
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
行

れ
を
そ
れ
な
り
に
統
一
力
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
善
で
あ
る
。

以
上
の
意
味
に
お
け
る
自
己
実
現
（
自
己
の
発
展
完
成
）
は
自
己
の
真
実
在
と
一
致
す
る
と
西
田
は
い
う
。
真
実
在
と
は
「
主
客
を
没
し

た
る
知
情
意
合
一
の
意
識
状
態
」
を
意
味
す
る
。
自
己
実
現
と
は
「
知
情
意
合
こ
の
活
動
で
あ
る
。
西
田
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、
第
九
章

の
「
活
動
説
」
の
中
に
善
の
基
礎
を
発
見
し
、
自
己
実
現
の
理
論
を
展
開
す
る
。
彼
は
第
十
章
の
「
人
格
的
善
」
の
中
で
自
己
実
現
を
人
格

の
実
現
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
基
礎
が
「
純
一
無
雑
の
活
動
」
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
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為
の
動
機
と
結
果
と
が
常
に
一
致
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
行
為
の
動
機
は
善
で
あ
る
が
、
結
果
は
善
で
な
い
場
合

が
あ
る
。
行
為
者
の
善
意
志
が
相
手
に
逆
効
果
、
す
な
わ
ち
悪
い
結
果
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
る
。
西
田
は
動
機
が
至
誠
で
あ
れ
ば
、
結
果

は
善
で
あ
る
と
考
え
る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
考
え
な
い
人
々
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
至
誠
」
の
語
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
と
彼
は
い
う
。
も
し
彼
等
が
至
誠
の
意
味
を
「
精
神
全
髄
の
最
深
な
る
要
求
」
の
意
味
に
用
い
た
な
ら
ば
、
動
機
の
善
と
結

果
の
悪
と
の
矛
盾
は
あ
り
得
な
い
と
西
田
は
い
う
。
「
精
神
全
鵠
」
と
は
知
情
意
が
一
つ
に
な
っ
た
全
体
を
意
味
す
る
と
理
解
で
き
る
。
西

田
が
至
誠
の
動
機
と
行
為
の
結
果
と
が
一
致
す
る
と
主
張
す
る
と
き
、
結
果
の
予
測
が
「
精
神
全
篭
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
彼
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
は
い
な
い
。
結
果
の
予
測
が
動
機
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の

『
倫
理
学
』
（
一
八
九
二
）
の
中
で
論
じ
ら
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
明
治
三
五
年
に
起
こ
っ
た
「
哲
學
館
事
件
」
と
の
関
連
に
お
い
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
た
（
８
）
。
西
田
も
本
書
の
存
在
に
つ
い
て
は
当
然
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
ミ
ュ

ア
ヘ
ッ
ド
は
動
機
と
結
果
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
「
動
機
と
結
果
と
は
想
定
さ
れ
て
い
る
方
法
に
よ
っ
て
実
際
互
い
に

対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
動
機
は
理
解
さ
れ
、
欲
求
さ
れ
た
、
究
極
の
結
果
で
あ
る
（
９
）
」
。
さ
ら
に
、
彼
は
「
人
は
、
予
測
し
な
か
っ

た
こ
と
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
限
り
を
除
け
ば
、
予
測
し
な
か
っ
た
諸
結
果
に
対
し
て
は
責
任
が
あ
る
と
は
い
わ
れ
な
い
（
ぬ
）
」
。
西
田
の

至
誠
（
「
精
神
全
髄
」
）
は
結
果
の
予
測
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
至
誠
の
動
機
と
事
実
と
が

一
致
す
る
と
は
い
わ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
西
田
は
明
治
三
五
年
に
発
生
し
た
「
哲
學
館
事
件
」
に
注
目
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

中
島
徳
蔵
が
出
題
し
た
「
動
機
善
に
し
て
悪
な
る
行
為
あ
り
や
」
と
い
う
問
題
と
こ
れ
に
つ
い
て
の
論
争
を
知
っ
て
い
た
よ
う
に
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
動
機
と
結
果
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
争
は
当
時
倫
理
学
界
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
点
で
あ
っ
た
。
西
田

は
至
誠
は
人
類
の
善
と
一
致
す
る
と
い
う
。
彼
に
と
っ
て
は
人
類
の
善
と
は
「
人
類
一
味
の
愛
」
を
意
味
す
る
。
至
誠
が
な
ぜ
人
類
愛
と
一

致
す
る
か
に
つ
い
て
西
田
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
至
誠
が
現
れ
る
の
は
、
「
自
己
の
主
観
的
空
想
を
消
磨
し
識
し
て
全
然
物
と
一
致
し
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た
る
虚
に
」
は
じ
め
て
「
自
己
の
客
観
的
理
想
を
實
現
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
第
十
一
章
）
。
こ
の
理
想
は
「
人
類
一
般
の

最
上
の
善
」
で
あ
る
。
「
自
己
の
主
観
的
空
想
」
と
は
雑
念
・
妄
想
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
消
摩
す
る
」
と
は
執
着
す
る
こ

と
か
ら
直
ち
に
離
れ
、
自
己
自
身
に
帰
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
「
全
然
物
と
一
致
し
た
る
虚
に
」
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

西
田
は
こ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
も
い
う
。
「
主
客
相
没
し
物
我
相
忘
れ
天
地
唯
一
實
在
の
活
動
あ
る
の
み
な
る
に
至
っ
て
、
甫
め
て
善
行
の

極
致
に
達
す
る
の
で
あ
る
」
（
第
十
一
章
）
。
こ
の
状
態
は
「
殆
ど
自
己
の
意
識
が
無
く
な
り
、
自
己
が
自
己
を
意
識
せ
ざ
る
」
心
の
あ
り
方

で
あ
る
。
自
己
は
自
己
自
身
を
意
識
し
つ
つ
も
、
雑
念
・
妄
想
に
瞬
時
も
左
右
さ
れ
な
い
状
態
に
お
い
て
の
み
物
我
一
体
、
主
客
合
一
が
実

現
さ
れ
る
と
西
田
は
い
う
。
こ
れ
は
座
禅
の
体
験
に
も
と
づ
く
見
識
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
は
艀
に
し
て
動
の
状

態
で
あ
り
、
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
田
は
こ
れ
を
「
純
粋
經
験
」
ま
た
は
「
直
接
經
鹸
」
と
よ

ぶ
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
自
然
の
純
一
活
動
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
に
お
い
て
人
類
を
愛
す
る
感
情
が
自
然
に
生
ず
る
と
西
田
は
い
う
の

で
あ
る
。
西
田
が
至
誠
を
主
張
す
る
背
景
に
は
確
か
に
座
禅
の
体
験
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
座
禅
は
心
身

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
心
が
純
一
の
活
動
に
な
れ
ば
、
必
然
的
に
身
体
の
動
き
も
純
一
の
活
動
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
動
静
一
如
の
工

夫
は
確
か
に
「
鍛
錬
」
で
あ
る
。
西
田
は
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
人
類
愛
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。

「
我
々
が
内
に
自
己
を
鍛
錬
し
て
自
己
の
眞
髄
に
達
す
る
と
共
に
、
外
自
ら
人
類
一
味
の
愛
を
生
じ
て
最
上
の
善
目
的
に
合
ふ
様
に
な
る
、

之
を
完
全
な
る
善
行
と
い
ふ
の
で
あ
る
」
（
第
十
三
章
）
。
西
田
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
補
足
説
明
を
す
る
。
「
道
徳
の

事
は
自
己
の
外
に
あ
る
者
を
求
む
る
の
で
は
な
い
。
唯
自
己
に
あ
る
者
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
世
人
は
往
々
善
の
本
質
と
其
外
殻
と
を
混
ず

る
か
ら
、
何
か
世
界
的
人
類
的
事
業
で
も
し
な
け
れ
ば
最
大
の
善
で
な
い
様
に
思
っ
て
居
る
。
併
し
事
業
の
種
類
は
其
人
の
能
力
と
境
遇
と

に
由
っ
て
定
ま
る
も
の
で
、
誰
に
も
同
一
の
事
業
は
で
き
な
い
。
併
し
我
々
は
い
か
に
事
業
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
同
一
の
精
神
を
以
て
働

く
こ
と
は
で
き
る
。
い
か
に
小
さ
い
事
業
に
し
て
も
、
常
に
人
類
一
味
の
愛
情
に
よ
り
働
い
て
居
る
人
は
、
偉
大
な
る
人
類
的
人
格
を
實
現
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し
つ
シ
あ
る
人
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
章
）
。
至
誠
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は
外
か
ら
見
た
事
業
の
大
小
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
人
生
は
一
つ
の
大
事
業
で
あ
り
、
各
人
に
お
い
て
そ
の
事
業
は
異
な
る
が
、
大
切
な
問
題
は
「
常
に
人
類
一
味
の
愛
情
に
よ
り
働
い
て

居
る
」
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
常
の
起
居
動
作
か
ら
仕
事
に
至
る
ま
で
至
誠
が
現
わ
れ
る
が
、
意
識
は
こ
れ
か
ら
逸
脱
し
、
外

界
の
動
き
に
流
さ
れ
て
ゆ
き
、
自
己
の
本
来
の
「
純
一
無
雑
」
の
活
動
か
ら
離
れ
や
す
い
。
心
を
磨
く
こ
と
（
「
鍛
錬
」
）
か
ら
生
ま
れ
る
心

の
自
然
状
態
を
回
復
す
る
こ
と
は
、
至
誠
と
人
類
愛
と
の
一
致
を
考
え
る
と
き
大
切
な
課
題
で
あ
る
。
Ａ
・
Ｈ
・
マ
ス
ロ
ー
（
一
九
○
八
’

一
九
七
○
）
の
「
至
高
経
験
（
Ⅱ
）
」
は
西
田
の
「
純
粋
經
験
」
と
偶
然
に
も
似
た
点
が
あ
る
。
二
つ
の
経
験
は
宗
教
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

お
り
、
生
き
る
力
が
求
め
ら
れ
る
今
日
、
西
田
の
「
純
粋
經
驍
」
や
「
直
接
經
驍
」
を
マ
ス
ロ
ー
の
「
至
高
経
験
」
と
比
較
し
つ
つ
、
再
検

討
す
る
こ
と
は
今
日
的
意
義
を
十
分
も
っ
て
い
る
。
西
田
の
至
誠
と
人
類
の
善
と
の
一
致
を
考
え
る
と
き
、
若
干
疑
問
と
な
る
こ
と
は
、
個

人
の
善
（
個
人
性
の
発
揮
）
と
「
自
己
の
客
観
的
理
想
」
と
の
間
に
は
少
し
距
離
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
個
人
の
善
と
人
類
の
善
と
は
若
干
違
う
わ
け
で
あ
る
。
違
う
以
上
、
両
者
は
い
か
に
し
て
調
和
す
る
か
は
再
検
討
す
べ
き
課

題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
次
節
に
お
い
て
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『
善
の
研
究
』
の
第
三
編
第
十
二
章
「
善
行
為
の
目
的
」
（
善
の
内
容
）
は
個
人
の
善
と
社
会
の
善
と
は
い
か
に
し
て
一
致
す
る
か
と
い
う

問
題
意
識
の
も
と
に
両
者
の
関
係
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
西
田
は
個
人
の
善
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
を
紹
介
し
、
次
に
彼
が
社
会
的
意
識

を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
を
考
察
し
た
後
、
二
つ
の
善
の
一
致
に
つ
い
て
の
西
田
の
説
明
が
説
得
力
を
も
つ
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。
こ

う
し
た
検
討
の
後
、
彼
の
社
会
的
意
識
論
を
グ
リ
ー
ン
の
理
性
と
比
較
し
な
が
ら
、
改
め
て
個
人
の
善
と
社
会
の
善
と
の
一
致
の
可
能
性
を
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西
田
の
道
徳
論
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
、
重
要
な
点
は
、
彼
が
個
人
性
の
発
揮
に
よ
っ
て
社
会
が
進
歩
す
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
一
社
會
の
中
に
個
人
が
各
充
分
に
活
動
し
て
天
分
を
發
揮
し
て
こ
そ
、
初
め
て
社
會
が
進
歩
す
る
」
（
第
十
二
章
）
。
こ
の
陳
述
か
ら
考
え

る
と
、
各
人
の
個
人
性
（
天
分
）
を
発
揮
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
個
人
の
善
の
実
現
は
社
会
の
進
歩
に
貢
献
す
る
か
ら
《
そ
れ
は
社
会
の
善

と
一
致
す
る
と
西
田
は
考
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
確
か
に
、
「
社
會
が
進
歩
す
る
こ
と
」
は
二
つ
の
善
が
一
致
す
る
方
向
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
社
会
制
度
の
上
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
科
学
技
術
の
上
か
ら
見
て
も
、
人
類
の
利
益
に
貢
献
す
る
が
、
こ
の
進
歩
は
、
利

己
主
義
と
結
合
す
れ
ば
社
会
の
善
に
は
貢
献
し
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
近
代
社
会
に
お
い
て
は
社
会
を
構
成
す
る
人
々
の
間
に
お
い
て
競

争
が
激
化
し
、
不
正
や
悪
を
知
り
な
が
ら
も
こ
れ
ら
に
訴
え
る
行
動
が
現
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
西
田
が
真
の
「
個
人
の

善
」
は
何
で
あ
る
か
を
考
え
た
理
由
は
十
分
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
が
「
社
會
的
意
識
」
を
問
い
直
し
、
こ
れ
を
「
共
同
的

意
識
」
と
し
て
と
ら
え
た
後
、
「
國
家
の
制
度
法
律
が
か
く
の
如
き
共
同
意
識
の
意
志
の
發
現
で
あ
る
」
（
第
十
二
章
）
と
い
う
の
は
、
個
人

の
善
と
社
会
の
善
と
が
い
か
に
し
て
一
致
す
る
か
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
一

致
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
善
が
共
通
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
西
田
は
こ

の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
、
人
間
が
社
会
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
次
の
二
つ
の
視
点
か
ら
説
明
す
る
。

第
一
は
人
間
が
肉
体
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
の
説
明
で
あ
る
。
西
田
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
肉
体
の
起
源
は
祖
先
の
細
胞
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
存
在
は
子
孫
と
共
に
同
一
細
胞
の
分
裂
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
西
田
は
こ
の
よ
う
に
説
明
し
、
わ
れ

わ
れ
が
肉
体
の
上
か
ら
考
え
て
も
社
会
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
第
二
は
西
田
は
意
識
を
個
人
意
識
と
社
会
的
意
識
と
に
分
け
、
前
者
は
後

者
を
構
成
す
る
一
つ
の
細
胞
で
あ
る
と
考
え
る
視
点
で
あ
る
。
社
会
的
意
識
は
言
語
、
風
俗
、
習
慣
、
制
度
、
法
律
、
宗
教
、
文
学
等
と
し

て
現
れ
る
と
い
う
。
個
人
意
識
は
こ
れ
ら
の
中
で
生
じ
、
養
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
意
識
を
構
成
す
る
細
胞
で
あ
る
。
彼
は
両
者

再
検
討
し
て
み
た
い
。
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を
こ
の
よ
う
に
密
接
な
関
係
に
お
い
て
考
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
存
在
と
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
両
者
は
そ
れ

ぞ
れ
独
立
性
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
密
接
に
関
係
す
る
。
で
は
、
こ
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
二

つ
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
個
人
的
意
識
の
表
現
で
あ
る
「
個
人
の
特
性
」
が
「
社
會
的
意
識
な
る
基
礎
の
上
に
現
は
れ
來
る

多
様
な
る
変
化
に
す
ぎ
な
い
」
（
第
十
二
章
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
個
人
的
意
識
は
社
会
的
意
識
の
発
現
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
は
個
人
的
意
識
は
社
会
的
意
職
の
一
部
分
と
し
て
考
え
ら
れ
、
「
我
々
の
要
求
の
大
部
分
は
凡
て
社
會
的
で
あ

る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
表
現
か
ら
見
て
も
、
西
田
は
個
人
的
意
識
は
社
会
的
意
識
の
一
部
分
で
あ
り
、
両
者
は
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
部
分
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、
彼
は
「
社
會
は
個
人
と
い
ふ
細
胞
に
由
っ
て
成
っ
て
居
る
」
と
も
考
え
る
。
で

は
、
社
会
は
細
胞
と
し
て
の
個
人
の
単
な
る
集
合
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
「
社
会
的
自
己
」

を
社
会
の
中
心
と
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
社
会
的
自
己
に
せ
よ
、
社
会
的
意
識
に
せ
よ
、
西
田
は
こ
れ
を
個

人
的
意
識
に
対
立
さ
せ
て
考
え
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
個
人
の
善
と
社
会
の
善
と

は
い
か
に
し
て
一
致
す
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
田
の
思
想
に
お
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
個
人
の
善
の
範
囲
と
社

会
の
善
の
範
囲
と
の
間
に
は
境
界
線
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
前
者
の
満
足
と
後
者
の
満
足
と
は
違
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
西
田
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
わ
れ
わ
れ
の
要
求
の
大
部
分
は
社
会
的
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
要
求
を
満

足
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
自
己
の
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
例
と
し
て
彼
は
「
他
愛
的
要
素
」
を
あ
げ
、
こ
れ
が
「
我
々

の
欲
望
」
の
大
部
分
で
あ
る
と
い
う
（
第
十
二
章
）
。
し
か
し
、
西
田
は
、
他
方
、
個
人
性
の
発
揮
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
「
無
上
の
滿
足
」

を
得
る
と
い
う
。
「
個
人
性
の
發
揮
と
い
ふ
こ
と
は
其
人
天
賦
境
遇
の
如
何
に
関
係
せ
ず
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
い
か
な
る
人
間

で
も
皆
其
顔
の
異
な
る
様
に
、
他
人
の
模
倣
の
で
き
な
い
一
あ
っ
て
二
な
き
特
色
を
も
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
實
現
は
各
人
に

無
上
の
滿
足
を
與
え
、
又
宇
宙
進
化
の
上
に
鋏
く
べ
か
ら
ざ
る
一
員
と
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
」
（
第
十
二
章
）
。
西
田
は
彼
自
身
も
い
う
よ
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う
に
、
個
人
性
の
発
揮
は
「
最
も
大
切
な
も
の
」
と
考
え
て
い
る
。
彼
は
一
方
で
は
こ
の
実
現
は
「
無
上
の
滿
足
」
を
与
え
、
他
方
で
は
「
我
々

は
自
己
の
滿
足
よ
り
も
反
っ
て
自
己
の
愛
す
る
者
又
は
自
己
の
属
す
る
社
会
の
滿
足
に
よ
り
て
滿
足
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
第
十
二
章
）
。
こ

れ
ら
二
つ
の
陳
述
は
対
立
で
あ
り
、
矛
盾
し
て
い
る
が
、
西
田
は
い
か
に
し
て
個
人
の
善
と
社
会
の
善
と
は
矛
盾
な
く
一
致
す
る
と
い
う
の

で
あ
ろ
う
か
。
西
田
は
以
下
の
三
通
り
の
答
え
方
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
は
人
格
の
成
長
で
あ
る
。
彼
は
「
自
分
の
人
格
が
偉
大
と
な
る
に
從
う
て
、
自
己
の
要
求
が
社
會
的
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
」
（
第

十
二
章
）
と
い
う
。
人
格
が
偉
大
と
な
る
と
は
、
自
己
の
中
心
が
自
分
の
み
の
狭
い
枠
か
ら
相
手
（
親
、
子
、
友
人
等
）
に
移
り
、
さ
ら
に

国
家
へ
と
移
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
己
の
関
心
の
対
象
が
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
グ
リ
ー
ン

の
「
共
通
善
の
範
囲
の
拡
大
」
に
似
て
い
る
が
、
西
田
は
共
通
善
と
い
う
発
想
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
グ
リ
ー
ン
は
善
を
自
分
自

身
の
善
と
他
人
の
そ
れ
と
を
二
元
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
て
、
同
一
に
考
え
る
。
こ
の
同
一
は
自
分
自
身
の
善
（
福
祉
）
は
あ
る
社
会
と

の
自
己
同
一
視
に
よ
っ
て
可
能
と
さ
れ
る
。
西
田
に
お
い
て
は
こ
の
同
一
視
の
思
想
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
は
西
田
と
グ
リ
ー
ン
と
の
思

想
上
の
根
本
的
な
相
違
点
で
あ
る
。
第
二
は
国
家
の
本
体
が
「
共
同
的
意
識
の
發
現
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
西
田
は

こ
の
観
点
か
ら
「
國
家
の
制
度
法
律
は
か
く
の
如
き
共
同
意
識
の
意
志
の
發
現
で
あ
る
」
と
い
う
。
す
で
に
考
察
し
た
「
社
会
的
意
識
」
は

こ
の
「
共
同
意
識
」
と
同
じ
意
味
に
理
解
で
き
る
。
彼
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
制
度
や
法
律
は
社
会
的
意
識
の
現
象
で
あ
る
と
い
っ
て

お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
彼
自
身
も
い
う
よ
う
に
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
観
に
近
い
。
ま
た
、
西
田
の
社

会
制
度
論
は
グ
リ
ー
ン
の
そ
れ
に
も
近
い
。
グ
リ
ー
ン
は
社
会
制
度
は
理
性
の
表
現
で
あ
り
、
理
性
は
社
会
制
度
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
西
田
は
「
共
同
意
識
の
意
志
」
を
、
グ
リ
ー
ン
が
考
え
た
よ
う
に
、
「
各
人
の
意
志
で
あ
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
の
人
の
意
志
」
（
『
序
説
』

二
八
八
節
）
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
西
田
と
グ
リ
ー
ン
と
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。
第
三
は
西
田
が
「
共
通
な
る
理
性
」
に
立
っ

て
「
個
人
の
至
誠
と
人
類
一
般
の
最
上
善
」
と
の
一
致
を
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
「
凡
て
の
人
に
共
通
な
る
理
性
を
具
し
た
人
間
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第
一
章
は
「
宗
教
的
要
求
」
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
を
宗
教
論
の
最
初
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え

ば
そ
れ
は
西
田
の
宗
教
論
の
出
発
点
で
あ
る
と
共
に
、
彼
の
問
題
意
識
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
そ
の
後
の

各
章
の
テ
ー
マ
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
彼
の
宗
教
論
を
理
解
す
る
鍵
で
あ
る
。
宗
教
的
要
求
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
自
己
の
生
命
」
に

つ
い
て
の
要
求
で
あ
る
。
自
己
の
生
命
は
有
限
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
の
自
覚
に
よ
り
「
永
遠
の
眞
生
命
」
を
得
よ
う
と
す
る
要
求
が
宗
教
的

で
あ
る
な
ら
ば
、
必
ず
同
一
に
考
え
同
一
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
」
（
第
十
三
章
）
と
い
う
。
西
田
が
「
共
同
意
識
の
意
志
」
に
国
家

の
基
礎
を
求
め
る
と
き
、
こ
の
意
識
は
「
共
通
な
る
理
性
」
と
同
一
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
グ
リ
ー
ン
が
社
会
制
度
の
基
礎
は
理
性
で

あ
る
と
い
っ
た
考
え
方
と
共
通
す
る
思
想
が
見
ら
れ
、
西
田
と
グ
リ
ー
ン
と
の
接
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
は
共

通
理
性
に
も
と
づ
く
共
通
善
を
提
唱
し
、
国
家
の
目
的
は
国
家
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々
が
共
有
す
る
共
通
善
の
維
持
発
展
に
あ
る
と
主

張
す
る
。
西
田
は
、
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
個
人
の
善
と
社
会
の
善
と
を
区
別
す
る
が
、
両
者
を
矛
盾
す
る
も
の
と
は
見
て
い
な

い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
至
誠
（
人
格
的
要
求
と
し
て
の
知
情
意
の
合
二
が
二
つ
の
善
の
根
抵
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
自
己
に

対
す
る
至
誠
は
社
会
や
人
類
に
対
し
て
も
同
じ
至
誠
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
人
が
家
族
、
国
家
、
人
類
の
一
員

で
あ
る
以
上
、
各
社
会
の
善
と
個
人
の
至
誠
と
の
矛
盾
は
不
可
避
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
は
共
通
善
を
ど
う
考
え
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

コ
メ
ン
ト
し
て
ゆ
き
た
い
。

『
藩
の
研
究
』
の
第
四
編
「
宗
教
」
は
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
各
章
の
要
旨
を
簡
単
に
述
べ
た
後
、
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
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要
求
で
あ
る
。
こ
の
要
求
は
単
な
る
知
性
や
単
な
る
情
意
の
要
求
よ
り
は
も
っ
と
深
い
統
一
的
要
求
で
あ
り
、
西
田
は
こ
れ
を
「
生
命
其
者

の
要
求
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
要
求
は
わ
れ
わ
れ
の
本
来
の
要
求
で
あ
り
、
自
然
の
、
根
本
的
要
求
で
あ
る
。

第
二
章
は
「
宗
教
の
本
質
」
で
あ
る
。
西
田
は
「
宗
教
と
は
神
と
人
間
と
の
關
係
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
関
係
は
「
神
人
同
性
」
ま
た

は
「
神
人
同
髄
」
と
も
よ
ば
れ
る
。
神
は
「
超
越
的
神
」
と
し
て
人
間
の
外
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
内
在
的
に
考
え
ら
れ
て

い
る
。
も
し
神
が
わ
れ
わ
れ
の
外
に
あ
っ
て
世
界
を
支
配
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
神
は
わ
れ
わ
れ
の
理
性
と
衝
突
す
る
の
み
な
ら
ず
、
わ

れ
わ
れ
の
最
深
の
要
求
と
も
矛
盾
す
る
。
西
田
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、
「
天
啓
」
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。
神
は
宇
宙
萬
物
の
内
面
的
統

一
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
キ
リ
ス
ト
の
神
性
を
信
ず
る
の
は
、
そ
の
生
涯
が
「
最
深
な
る
人
生
の
眞
理
」
を
含

む
か
ら
で
あ
る
と
西
田
は
い
う
。
彼
は
神
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
、
自
然
お
よ
び
自
己
の
根
抵
に
見
出
す
立
場
に
立
つ
。
第
三
章
は
「
神
」

で
あ
る
。
神
は
「
賞
在
の
根
抵
」
で
あ
る
。
「
根
抵
」
と
は
実
在
の
統
一
者
を
意
味
す
る
。
神
と
は
こ
の
統
一
者
で
あ
る
。
実
在
と
は
直
接

経
験
の
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
純
粋
経
験
で
あ
り
、
主
客
が
分
離
せ
ず
、
知
情
意
が
分
離
し
な
い
「
純
活
動
」
で
あ
る
。
こ
の
活
動
の
根
源

が
神
で
あ
る
と
西
田
は
い
う
。
彼
が
神
を
「
純
粋
經
験
の
状
態
」
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
状

態
を
「
實
在
の
眞
相
」
と
よ
ぶ
。
こ
の
真
相
は
キ
リ
ス
ト
が
「
心
の
清
い
人
は
神
を
見
る
で
あ
ろ
う
」
（
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
、
五
・
八
）

と
い
っ
た
心
の
状
態
に
近
い
と
西
田
は
説
明
す
る
。
第
四
章
は
「
神
と
世
界
」
で
あ
る
。
西
田
は
神
と
世
界
と
の
関
係
は
「
意
識
統
一
と
其

内
容
」
と
の
関
係
で
あ
る
と
い
う
。
意
識
内
容
は
統
一
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
統
一
は
意
識
内
容
を
離
れ
て
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
両
者

と
も
別
々
の
こ
と
が
ら
で
は
な
く
て
、
「
同
一
實
在
の
雨
方
面
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
西
田
は
神
と
世
界
と
の
関
係
を
「
實
在
の
分
化
と

統
こ
の
論
理
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
神
と
世
界
と
は
別
々
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
「
神
即
世
界
、
世
界
即
神
」
と
し
て
考
え
ら

れ
る
と
西
田
は
い
う
。
彼
は
こ
の
関
係
を
「
各
自
の
發
展
は
即
ち
神
の
發
展
」
完
成
と
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
過
程
に
お
い
て
考
え
る
。
第

五
章
「
知
と
愛
」
は
、
西
田
に
よ
れ
ば
第
四
編
の
「
綱
と
し
て
善
い
た
も
の
で
は
な
い
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
が
、
自
他
合
一
の
重
要
な
間
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題
を
含
ん
で
い
る
。

以
下
、
西
田
の
宗
教
論
に
つ
い
て
三
つ
の
問
題
を
提
起
し
、
彼
の
解
決
を
検
証
し
て
み
た
い
。
第
一
の
問
題
は
自
他
合
一
は
い
か
に
し
て

可
能
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
第
五
章
「
知
と
愛
」
の
中
で
わ
れ
わ
れ
は
い
か
に
す
れ
ば
他
人
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
愛
と
は
、
西
田
に
よ
れ
ば
、
主
観
が
客
観
に
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
「
我
々
が

自
己
の
私
を
棄
て
Ｌ
純
客
観
的
即
ち
無
私
と
な
れ
ば
な
る
程
愛
は
大
き
く
な
り
深
く
な
る
」
。
す
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
「
自
己
の
私
」
、
す

な
わ
ち
私
心
で
あ
る
。
私
心
を
す
て
た
状
態
に
お
い
て
は
自
他
の
間
に
壁
が
な
く
な
り
、
他
人
へ
の
愛
の
感
情
が
自
然
に
生
ず
る
と
西
田
は

い
う
。
し
か
し
、
自
他
の
間
に
は
種
々
の
感
情
や
観
念
が
絶
え
ず
働
き
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
働
き
は
瞬
間
的
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
知
ら
な

い
間
に
、
こ
れ
ら
の
雑
念
妄
想
が
全
自
己
を
支
配
し
、
他
人
へ
の
愛
の
感
情
の
発
露
を
妨
げ
る
。
こ
れ
は
瞬
間
的
意
識
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

は
そ
れ
に
注
意
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
西
田
は
す
で
に
こ
の
点
に
注
目
し
、
「
自
他
合
一
、
そ
の
間
一
鮎
の
間
隙
な
く
し
て
始
め
て
眞
の
愛

情
が
起
る
の
で
あ
る
」
（
第
五
章
）
と
い
う
。
問
題
は
「
一
鮎
の
間
隙
」
を
い
か
に
し
て
な
く
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
隙
は

意
識
が
刻
々
と
変
化
す
る
流
れ
の
中
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
意
識
の
絶
え
ざ
る
変
化
の
中
に
前
後
の
間
隙
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
た
め

に
意
識
の
連
続
性
が
失
わ
れ
、
自
他
が
対
立
し
、
愛
の
感
情
の
出
口
が
妨
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
意
識
の
変
化
に
絶
え
ず

注
意
し
、
意
識
の
連
続
が
自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
意
識
の
間
隙
が
生
ず
る
余
地
は
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
西
田
は
「
知
覺
の

連
績
に
於
て
は
主
客
の
別
は
な
い
」
（
第
四
編
第
三
章
）
と
い
う
。
ま
た
、
彼
は
「
我
々
は
少
し
の
思
想
も
交
へ
ず
、
主
客
未
分
の
状
態
に

注
意
を
樽
じ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
」
（
第
一
編
第
一
章
）
と
い
う
。
そ
の
例
と
し
て
彼
は
断
岸
を
よ
じ
登
る
と
き
や
「
音
楽
家
が
熟
練
し

た
曲
を
奏
す
る
時
」
に
は
、
「
知
斑
が
厳
密
な
る
統
一
と
連
絡
を
保
ち
」
、
「
注
意
は
始
終
物
に
向
け
ら
れ
」
、
そ
の
前
後
の
作
用
の
間
に
は
少

し
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
な
い
と
い
う
。
自
他
合
一
は
以
上
の
よ
う
な
純
粋
経
験
の
現
在
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
現
在
意
識
（
少
し
も
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
得
な
い
今
の
意
識
）
に
お
い
て
愛
の
感
情
が
生
ず
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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第
二
の
問
題
は
な
ぜ
主
客
合
一
が
求
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
田
の
宗
教
論
の
出
発
は
宗
教
的
要
求
で
あ
る
。
ま
ず
、
確

認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
要
求
が
「
永
遠
の
眞
生
命
」
を
得
よ
う
と
す
る
要
求
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
日
々
の

生
活
に
必
ず
し
も
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
真
の
生
命
へ
の
願
望
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
生
命
へ
の
切

実
な
要
求
が
な
い
だ
け
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
切
実
な
要
求
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
田
に
よ
れ
ば
「
意
識
が
分
化

發
展
す
る
に
從
ひ
主
客
相
對
立
し
、
物
我
相
背
き
、
人
生
是
に
於
て
要
求
あ
り
、
苦
悩
あ
り
、
人
生
は
神
か
ら
離
れ
、
楽
園
は
長
へ
に
ア
ダ

ム
の
子
孫
よ
り
鎖
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
（
第
四
編
第
一
章
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
三
つ
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
意

識
は
分
化
発
展
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
意
識
は
時
々
刻
々
変
化
す
る
。
昨
日
の
意
識
と
今
日
の
意
識
と
は
分
化
に
よ
り
異

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
西
田
は
分
化
は
意
識
の
統
一
か
ら
根
本
的
に
は
離
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
表
面
的
に
見
れ
ば
、
意
識
は
統

一
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
本
に
お
い
て
は
離
れ
て
は
い
な
い
と
彼
は
い
う
。
分
化
そ
れ
自
体
は
姿
を
変
え

た
統
一
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
即
今
に
お
い
て
は
分
化
そ
れ
自
身
は
統
一
で
あ
り
、
時
間
が
経
過
し
た
た
め
に
統
一
が
分
化
と
は
違
っ

た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
意
識
の
分
化
に
よ
っ
て
主
客
が
対
立
し
、
物
我
が
一

致
し
な
い
た
め
に
人
生
の
苦
悩
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
宗
教
的
要
求
」
は
こ
こ
か
ら
起
こ
る
。
主
客
合
一
が
求
め
ら
れ
る

の
は
、
苦
悩
を
解
決
す
る
た
め
で
あ
る
。
西
田
は
人
が
「
絶
對
無
限
の
力
に
合
一
し
て
之
に
由
り
て
永
遠
の
眞
生
命
を
得
ん
と
欲
す
る
」
の

は
そ
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
要
求
は
人
間
が
相
対
的
世
界
の
中
に
真
の
生
き
方
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
起
こ
る
内
面
的

必
然
の
声
で
あ
る
。
三
つ
目
の
点
は
、
人
間
が
「
ア
ダ
ム
の
子
孫
よ
り
鎖
さ
れ
」
、
不
自
由
な
状
態
の
中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
は
生
れ
故
郷
と
も
い
う
べ
き
、
本
来
の
「
家
郷
た
る
神
」
（
第
二
章
）
に
帰
ろ
う
と
促
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
意
識
の

分
化
に
よ
り
こ
の
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
意
識
の
根
抵
に
は
統
一
力
と
し
て
の
神
が
あ
り
、
意
識
の
分
化
は
「
再
生
」
し
、

発
展
す
る
と
西
田
は
考
え
る
。
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感
情
が
生
ま
れ
、
拡
大
す
る
。

以
上
の
三
点
は
主
客
合
一
が
な
ぜ
求
め
ら
れ
る
か
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
西
田
が
主
客
合
一
を
主
張
す

る
背
景
に
は
座
禅
の
体
験
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
主
客
合
一
は
実
在
の
純
一
活
動
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
純
一
無
雑
」
の

活
動
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
の
中
に
自
他
合
一
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
「
純
一
無
雑
」
の
活
動
は
、

雑
念
・
妄
想
・
私
心
の
入
り
込
む
余
地
の
な
い
活
動
で
あ
り
、
一
念
一
念
が
客
観
と
純
一
に
な
る
活
動
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
愛
の

西
田
の
宗
教
論
の
第
三
の
問
題
は
悪
に
つ
い
て
で
あ
る
。
彼
は
悪
に
つ
い
て
は
第
四
章
の
中
で
三
頁
足
ら
ず
論
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

悪
は
彼
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
悪
を
統
一
と
分
化
作
用
と
の
関
連
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
ま
ず
、
確
認

し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
実
在
は
善
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
在
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
意
識
の
統
一
で
あ
り
、
知
情
意
合

一
の
純
一
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
純
粋
経
験
の
事
実
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
実
在
が
善
で
あ
る
と
西
田
は
い
う
。

彼
が
こ
の
よ
う
に
い
う
の
は
、
物
は
す
べ
て
そ
の
本
来
に
お
い
て
善
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
悪
は
な
ぜ
起
こ
る
か
。

西
田
は
「
悪
は
責
在
艘
系
の
矛
盾
衝
突
よ
り
起
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
衝
突
な
る
者
は
何
か
ら
起
る
か
と
い
へ
ぱ
、
こ
は
實
在
の
分
化
作

用
に
基
づ
く
も
の
で
、
賓
在
發
展
の
一
要
件
で
あ
る
、
資
在
は
矛
盾
衝
突
に
由
り
て
發
展
す
る
の
で
あ
る
。
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
が
常
に

悪
を
求
め
て
、
常
に
善
を
造
る
力
の
一
部
と
自
ら
名
乘
つ
た
様
に
、
悪
は
宇
宙
を
構
成
す
る
一
要
素
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
」
（
第
四
章
）

意
識
は
過
去
、
現
在
、
未
来
の
時
間
に
お
い
て
変
化
し
、
過
去
の
意
識
は
現
在
の
意
識
と
一
部
は
結
合
し
、
一
部
は
衝
突
す
る
と
西
田
は

見
る
。
意
識
は
こ
の
よ
う
に
し
て
結
合
と
矛
盾
と
に
分
か
れ
、
純
粋
経
験
は
破
壊
さ
れ
る
。
こ
の
分
化
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
矛
盾
・
衝
突
．

対
立
に
つ
い
て
反
省
が
加
わ
る
と
き
、
悪
が
生
ず
る
と
西
田
は
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
悪
は
よ
り
大
き
な
統
一
を
構
成
す
る
一
要
素
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
悪
は
よ
り
包
括
的
全
体
の
統
一
を
つ
く
り
出
す
力
と
し
て
分
化
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
に
組
み
込
ま
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お

と
い
』
フ
。
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こ
こ
に
は
西
田
の
超
越
的
神
へ
の
批
判
（
第
四
編
第
二
章
）
と
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
西
田
は
神
と
理
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
述
べ
て
い
な
い
が
、
グ
リ
ー
ン
は
わ
れ
わ
れ
の
理
性
は
神
の
理
性
で
あ
り
、
神
を
内
在
的
に
考
え
る
。
西
田
も
神
を
人
間
の
根
抵
に
あ
る

統
一
力
と
し
て
考
え
、
グ
リ
ー
ン
と
似
た
宗
教
観
に
立
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
信
仰
に
つ
い
て
は
両
者
の
間
に
は
距

離
が
あ
る
。
西
田
は
『
善
の
研
究
』
（
第
五
章
）
で
は
他
力
信
仰
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
が
、
十
分
な
説
明
を
し
て
は
い
な
い
。
彼
は
第
二

章
で
は
統
一
力
（
人
格
）
へ
の
信
念
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
る
が
、
信
仰
に
つ
い
て
は
述
べ
て
は
い
な
い
。
グ
リ
ー
ン
は
「
信
仰
」
に
つ
い

グ
リ
ー
ン
は
「
言
葉
は
あ
な
た
の
近
く
に
あ
る
」
（
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
己
・
巴
を
解
釈
し
、
神
は
「
遠
く
離
れ
て
」
あ
る
も
の
で

は
な
く
て
、
「
近
く
に
」
あ
り
、
「
支
配
者
と
し
て
で
は
な
く
て
父
と
し
て
」
あ
り
、
「
わ
れ
わ
れ
は
神
の
理
性
の
理
性
で
あ
り
、
神
の
霊
の

霊
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
的
生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
も
の
と
し
て
」
述
べ
る
。
さ
ら
に
「
わ
れ
わ
れ
は
同
胞
の
た
め
に
生
き
る
こ
と

に
お
い
て
神
の
た
め
に
生
き
て
お
り
」
、
「
神
と
の
一
体
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
死
を
克
服
し
、
永
遠
の
生
命
を
確
信
し
て
い
る
」
と
述
べ

，
３
（
吃
）
◎

る い
て
思
惟
が
よ
り
大
き
な
意
識
体
系
の
発
展
過
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
悪
は
新
し
い
実
在
の
発
展
過
程
の
一
つ
の
「
波
潤
」

に
す
ぎ
ず
、
固
定
し
た
対
立
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
西
田
は
悪
を
善
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
て
、
よ
り
大
き

な
統
一
と
し
て
の
実
在
（
善
）
を
構
成
す
る
要
素
と
見
る
。
換
言
す
れ
ば
、
悪
は
新
し
い
善
を
実
現
す
る
転
換
契
機
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
「
善
人
な
お
往
生
す
、
い
か
に
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
（
第
四
章
）
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
実
在
が
含
む
統
一
と
分
化
と
の
弁
証
法
的

発
展
の
論
理
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。
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て
述
べ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
「
祈
り
」
の
意
義
に
つ
い
て
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
一
点
は
祈
り
は
外
的
答
え
を
期
待
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
祈
り
自
体
が
祈
り
の
答
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
田

も
こ
れ
に
似
た
考
え
方
を
も
つ
（
第
一
章
）
。
し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
は
祈
り
を
道
徳
的
行
為
の
始
ま
り
だ
と
考
え
る
。
「
祈
り
は
神
の
意
識
に

よ
る
欲
求
の
決
定
で
あ
り
、
絶
対
的
法
則
の
概
念
を
実
現
し
、
わ
れ
わ
れ
の
使
命
を
遂
行
し
、
人
類
愛
を
発
展
し
、
神
を
世
界
に
再
現
す
る

努
力
と
し
て
道
徳
的
に
よ
い
生
活
を
構
成
す
る
、
あ
の
過
程
の
始
ま
り
で
あ
る
（
蝿
）
」
。
グ
リ
ー
ン
は
宗
教
と
道
徳
と
の
密
接
な
関
係
を
以

上
の
よ
う
に
述
べ
る
。
第
二
点
は
神
は
祈
り
に
お
い
て
証
明
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
神
の
証
明
は
知
識
の
問
題
に

か
か
わ
る
証
明
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
グ
リ
ー
ン
は
こ
の
点
に
注
意
を
喚
起
す
る
。
「
諸
君
が
祈
る
以
前
に
神
に
つ
い
て
の
証
明
を
、
あ
る

い
は
諸
君
が
絶
対
的
法
則
の
命
令
へ
の
服
従
に
よ
っ
て
諸
君
自
身
を
否
定
す
る
以
前
に
そ
の
法
則
の
存
在
証
拠
を
求
め
る
こ
と
は
、
事
例
の

本
性
が
認
め
る
唯
一
の
証
拠
ま
た
は
証
明
を
諸
君
自
身
か
ら
秤
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
君
は
神
あ
る
い
は
義
務
の
観
念
の
証
明
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
諸
君
は
た
だ
そ
の
証
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
（
Ｍ
）
」
。
西
田
も
こ
れ
に
似
た
考
え
方
を
も
つ
。
彼
は
精
神
現

象
（
知
情
意
の
作
用
）
の
背
後
に
は
統
一
力
が
あ
る
と
考
え
、
「
こ
の
統
一
力
は
知
識
の
對
象
と
な
る
こ
と
は
で
き
ぬ
、
我
々
は
此
者
と
な

っ
て
働
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
之
を
知
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
眞
の
自
覺
は
寧
ろ
意
志
活
動
の
上
に
あ
っ
て
知
的
反
省
の
上
に
は
な
い
の
で
あ

る
」
（
第
三
章
）
。
グ
リ
ー
ン
が
「
祈
り
」
は
神
の
証
明
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
祈
り
は
理
性
に
よ
る
神
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
も
西
田
も
「
神
人
同
性
」
の
立
場
に
立
つ
が
、
西
田
は
神
の
「
天
啓
」
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン

は
啓
示
を
理
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
解
釈
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
両
者
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

第
三
点
は
罪
の
問
題
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
に
よ
れ
ば
人
間
を
神
か
ら
遠
ざ
け
る
も
の
は
「
罪
と
利
己
性
」
で
あ
る
。
彼
は
人
間
と
神
と
の

間
に
は
意
識
の
同
一
性
が
あ
る
と
い
う
。
他
方
、
罪
は
快
楽
の
中
に
可
能
性
を
実
現
す
る
努
力
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
と
彼
は

い
う
。
か
く
て
失
望
、
後
悔
、
自
己
呵
責
の
念
が
生
ず
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
道
徳
的
訓
練
に
よ
っ
て
「
よ
り
高
い
目
的
」
に
向
か
っ
て
進
み
、
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同
時
に
罪
を
克
服
す
る
と
グ
リ
ー
ン
は
い
う
。
こ
の
克
服
が
で
き
る
の
は
、
人
間
と
神
と
の
間
に
意
識
の
同
一
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
グ

リ
ー
ン
の
自
己
意
識
に
お
い
て
は
祈
り
と
道
徳
的
訓
練
と
は
不
可
分
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

西
田
と
グ
リ
ー
ン
と
の
間
に
は
多
く
の
点
に
お
い
て
共
通
し
た
思
想
が
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
以
下
の
点
に
お
い
て
相
違
点
が
あ
る
。
第

一
は
神
に
つ
い
て
で
あ
る
。
西
田
は
「
神
人
同
性
」
の
立
場
に
立
ち
、
グ
リ
ー
ン
も
「
人
間
と
神
と
の
間
の
同
一
性
」
に
立
ち
、
両
者
の
立

場
は
同
じ
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
西
田
は
実
在
の
根
抵
に
統
一
者
と
し
て
神
を
見
る
の
に
対
し
、
グ
リ
ー
ン
は
神
を
「
理
想
的
自
我
」

と
し
て
見
る
。
西
田
に
と
っ
て
は
神
は
実
在
の
統
一
者
で
あ
る
が
、
グ
リ
ー
ン
に
と
っ
て
は
神
は
未
来
に
お
い
て
完
成
さ
れ
る
べ
き
自
我
で

あ
る
。
第
二
は
罪
に
つ
い
て
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
に
と
っ
て
は
自
我
の
完
成
は
罪
と
利
己
性
を
克
服
す
る
自
己
実
現
の
過
程
で
あ
る
。
西
田

に
と
っ
て
も
罪
悪
、
苦
悩
は
「
わ
れ
わ
れ
人
間
が
精
神
的
向
上
の
要
件
」
（
第
四
章
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
実
在
の
分
化

発
展
の
過
程
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
。
グ
リ
ー
ン
の
自
己
実
現
と
西
田
の
分
化
発
展
と
は
一
見
し
て
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
西
田
の

分
化
作
用
に
お
い
て
は
反
省
が
と
ら
え
た
悪
は
そ
れ
自
体
す
で
に
統
一
へ
と
転
化
し
、
分
化
と
統
一
と
の
間
に
は
。
熟
の
間
隙
」
も
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
の
自
己
実
現
の
過
程
に
お
い
て
も
罪
の
克
服
は
同
時
に
よ
り
高
い
目
的
を
実
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
克
服
と
道
徳
的
訓
練
と
の
間
に
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
な
い
か
ど
う
か
は
再
検
討
の
余
地
が
十
分
あ
る
。
な
ぜ
か
と

い
え
ば
罪
の
意
識
と
そ
の
克
服
と
の
間
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
祈
り
は
こ
の
絶
え
ざ
る
間
隙
を
直
ち
に
真
の
自
己
実

現
に
転
換
す
る
力
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
今
後
検
討
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

西
田
の
課
題
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
グ
リ
ー
ン
の
自
己
実
現
を
禅
の
体
験
に
よ
っ
て
得
た
知
見
と
結
合
し
、
自
己
実
現
の
理
論
を
見
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直
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
西
田
は
グ
リ
ー
ン
の
「
自
己
」
を
人
格
と
し
て
と
ら
え
直
し
、
こ
れ
を
実
在
の
統
一
力
と
し
て
位
置

づ
け
る
。
西
田
は
実
在
は
統
一
と
対
立
と
を
含
む
と
考
え
、
実
在
の
分
化
発
展
に
お
い
て
道
徳
論
を
展
開
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
グ
リ
ー
ン

が
衝
動
を
人
間
完
成
の
対
象
と
融
合
す
る
自
己
実
現
と
似
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
グ
リ
ー
ン
に
は
西
田
の
い
う
「
實
在
」
の
発

想
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
、
西
田
は
グ
リ
ー
ン
の
思
想
を
一
歩
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
西
田
は
快
楽
主
義
は
天
性
自
然
の

要
求
に
反
す
る
と
考
え
た
点
に
お
い
て
は
グ
リ
ー
ン
と
完
全
に
一
致
す
る
。
し
か
し
、
西
田
は
グ
リ
ー
ン
が
功
利
主
義
に
対
し
て
問
題
提
起

を
し
た
二
つ
の
善
の
対
立
（
個
人
の
善
と
社
会
の
善
と
の
対
立
）
に
は
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
西
田
が
「
大
意
」
の
中
で
省
略
し

た
『
序
説
』
の
第
三
編
の
後
半
部
分
お
よ
び
第
四
編
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
「
共
通
善
」
に
対
し
て
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
一
因
が

あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
西
田
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
問
題
は
い
か
に
し
て
主
客
合
一
が
可
能
で
あ
る
か
を
自
己
の
内
面
的
要
求
で

あ
る
人
格
の
統
一
力
か
ら
説
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
西
田
は
こ
の
説
明
が
論
理
的
に
で
き
る
な
ら
ば
、
個
人
の
善
と
人
類
一
味
の
最
上
善

と
は
自
然
に
一
致
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

西
田
も
グ
リ
ー
ン
も
神
を
内
在
的
に
見
る
点
で
は
完
全
に
一
致
す
る
が
、
両
者
と
も
神
の
超
越
性
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
西

田
は
「
神
人
同
性
」
の
立
場
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
は
神
と
人
間
と
の
意
識
の
同
一
性
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
宗
教
論
を
展
開
す
る
。
西
田
の
神

は
純
粋
経
験
の
統
一
者
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
純
一
無
雑
」
の
活
動
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
彼
の
禅
体
験
か
ら
く
る
独
特
の
神
観
で
あ
る
。
グ

リ
ー
ン
は
神
を
理
性
と
し
て
と
ら
え
、
信
仰
を
完
成
に
至
る
自
己
実
現
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
グ
リ
ー
ン
の
宗
教
論
は
道
徳
論

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
点
に
そ
の
特
色
が
あ
る
。
西
田
の
宗
教
論
の
根
抵
に
は
禅
の
体
験
に
基
づ
く
知
見
が
あ
る
一
方
で
他
力
信
仰
（
親

驚
）
へ
の
接
近
が
見
ら
れ
る
。
禅
と
他
力
信
仰
と
は
西
田
に
お
い
て
は
ど
う
調
和
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
晩
年
の
論
文
「
場
所
的
論
理

と
宗
教
的
世
界
観
」
を
瞥
見
す
る
と
、
純
粋
経
験
、
直
接
経
験
、
主
客
合
一
と
い
っ
た
言
葉
は
姿
を
消
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
禅
の

立
場
は
ど
う
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
即
今
即
絶
對
現
在
」
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
鍵
と
な
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
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題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

注

（
１
）
竹
内
良
知
『
西
田
幾
多
郎
』
（
近
代
日
本
の
思
想
家
七
）
、
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
六
六
年
。
第
四
章
、
第
五
歳
を
参
照
。

（
２
）
水
野
友
晴
「
理
想
主
義
的
理
性
的
信
仰
ｌ
Ｔ
．
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
の
心

霊
的
原
理
と
西
田
幾
多
郎
の
純
粋
経
験
ｌ
」
、
『
比
較
思
想
研
究
』
第
二
七
号
、

比
較
思
想
学
会
、
二
○
○
○
年
。

（
３
）
こ
の
報
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は
行
安
茂
司
・
霞
．
。
恩
ｇ
豐
旦

９
罠
⑱
邑
冒
国
辺
要
旨
碗
呂
冨
の
会
議
に
出
席
し
て
」
（
『
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究
』

第
二
六
号
、
二
Ｃ
○
三
年
）
を
参
照
。
拙
著
『
近
代
日
本
の
思
想
家
と
イ
ギ

リ
ス
理
想
主
推
』
（
北
樹
出
版
、
二
○
○
七
年
）
第
一
部
第
四
章
を
参
照
。

（
４
）
言
讐
。
呉
且
・
）
・
望
晶
認
§
胃
ミ
与
亀
ｏ
ミ
ミ
。
具
辱
喜
ミ
爵
。
房
ミ
ゞ

ｎ
ｏ
員
言
匡
昌
貝
牌
昌
戸
切
８
国
昌
一
吾
丘
８
房
目
言
、
画
竺
ン
望
亀
．

（
５
）
受
』
．
冨
色
且
９
国
ミ
冒
寺
量
冒
雰
ミ
．
○
×
ざ
ａ
ご
己
君
①
風
ご
卑
何
協
邑
二
・
爵
⑦

．
二
口
の
く
①
ざ
宮
ゴ
⑦
罠
言
匡
①
皇
一
望
勺
三
さ
ｍ
Ｏ
で
壹
哩
○
『
”
竺
侭
さ
ヨ
．

（
６
）
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
八
巻
（
岩
波
譜
店
、
昭
和
四
一
年
）
、
三
一
頁
。
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（
７
）
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
三
巻
（
岩
波
諜
店
、
昭
和
四
一
年
）
、
三
八
頁
。

（
８
）
「
哲
學
館
事
件
」
と
は
哲
學
館
（
現
東
洋
大
学
）
の
講
師
で
あ
っ
た
中

励
徳
蔵
（
一
八
六
四
‐
一
九
四
○
）
が
卒
業
試
験
に
出
題
し
た
問
題
の
解
蒋

を
見
た
文
部
省
の
視
學
官
と
中
島
徳
蔵
と
の
論
争
が
発
展
し
、
遂
に
文
部
大

臣
名
に
よ
り
「
中
學
校
師
範
學
校
教
員
無
試
験
検
定
」
の
特
権
が
取
消
さ
れ

た
事
件
で
あ
る
．
中
島
徳
蔵
「
哲
學
館
事
件
と
其
辮
解
」
、
丁
西
倫
理
会
『
倫

理
講
演
集
』
第
拾
壷
、
大
日
本
圃
書
出
版
株
式
会
社
、
明
治
三
六
年
、
九
二

頁
以
下
参
照
。
中
島
が
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
英
國
ミ
ュ
イ
ア
ヘ
ッ
ド
（
桑

木
巌
翼
補
諏
）
『
倫
理
學
』
全
（
冨
山
房
、
明
治
三
○
年
、
同
三
五
年
五
版
）

で
あ
る
。

（
９
）
』
・
犀
冨
昌
『
言
且
．
里
⑮
画
§
『
§
雪
員
国
富
皇
房
Ｂ
）
．
ｇ
且
。
言
旨
言
冨
疸
目
毎
群

一
℃
画
一
》
勺
詞
③
い
Ｉ
○
牌

（
い
）
弓
登
．
画
面
ａ
．

（
Ⅱ
）
Ａ
・
Ｈ
・
マ
ス
ロ
ー
（
佐
藤
三
郎
・
佐
藤
全
弘
訳
）
『
創
造
的
人
間
』
、

誠
信
書
房
、
（
昭
和
四
七
年
）
、
昭
和
五
七
年
、
第
二
部
を
参
照
。

凸
与
凸

一
一
一



（
混
一
Ｑ
逹
圖
員
ざ
号
呉
劃
巽
９
憾
豊
・
諄
旨
目
８
．
畳
．
胃
胃
ｚ
ざ
言
宮
口
．

引
壹
。
⑬
目
目
胃
⑦
〃
一
℃
℃
科
詞
い
い
］
。

（
蝿
）
辱
頁
管
詞
い
葛
．

（
Ｍ
）
辱
冥
》
殉
国
牌

日
本
哲
学
史
研
究
第
九
号

一
一
一
一


